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審   査   の   要   旨 
 
半水生不完全菌類については、水生環境への適応による形態的な収斂が推定され、多系統群で構成さ
れることが示唆されていたが、その実態は不明であった。その一因は、ほとんどの種において利用可能
な菌株が保存されておらず、それらを用いた分子情報に基づく解析が行われていないことにあった。本
研究では、国内外で収集した天然基質から多数の種の培養株を確立し、持続的利用を踏まえた保存体制
を整える一方で、本生態群の系統関係について分子情報をもとに網羅的に解析し、形態形質の再評価を
行った上で分類学的整理を行った。そして、系統位置が不明だった11属を加えた17属の系統位置を解明
したことは高く評価されるものである。さらに、半水生不完全菌類の収斂進化および生態的特徴を解明
する上で重要な分類群、報告例が少ない担子菌門所属種、そして分生子形態から多系統性が示唆されて
いた分類群に着目し詳細な解析を行った。それにより半水生不完全菌類が陸生菌から水生菌へと適応進
化することで種分化した多系統の種で構成される生態群として、その実態解明に寄与する情報を示した
ことは高く評価できる。これらの成果は、系統発生に基づく菌類分類体系の構築、菌類の進化の解明に
寄与すると同時に、系統分類に基づく学名の付与と高次分類群の特定は、菌類培養株の体系的な収集・
保存による未探索生物資源の資源化とその持続的利用においても大きく貢献するものであると評価する。 
 
平成30年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
